
別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

29年度 30年度 31年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①映画の上映
②ショートムービーコン
ペディション
③１0周年記念特別企
画
④集客・PR

①映画の上映
②ショートムービーコン
ペディション
③その他企画
④集客・PR

①映画の上映
②ショートムービーコン
ペディション
③その他企画
④集客・PR

①映画の上映
②ショートムービーコン
ペディション
③その他企画
④集客・PR

7,931,939 7,799,675 8,500,000 24,231,614 8,500,000

2,000,000 2,000,000 2,000,000 6,000,000 1,500,000

うち県交付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 5,931,939 5,799,675 6,500,000 18,231,614 7,000,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

【目標】新しい人の流れの創出
【成果指標】観光入込客数　H27：320万人　→　H31：500万人　【H29実績値：344万人】
　　　　※「小山市 まち・ひと・しごと創生総合戦略（27年10月）」より

小山市は、２館１３スクリーンを有する県内屈指の「映画のまち」であり、この資源を生かし、観光誘客の促進と市民への文
化鑑賞の場の提供をするため、例年１１月に実施する本事業を実施している。平成２０年度より毎年実施され、来場者数も
当初より増加傾向にあり、市内外にも認知されているイベントである。しかしながら、近年は客層の多くがリピーターとなりつ
つあり、新規来場者の獲得が課題となっている。１０周年の節目を迎えた平成２９年度からは、例年の映画上映に加え、有
名ゲストの招致による特別企画などを実施しているほか、webサイトによる発信と併せ、法人・団体事務所への訪問ＰＲなど
を行い、さらなる周知・誘客のため事業に取り組んでいる。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的
市内に２つの映画館があるという環境生かし、観光誘客を促進するため、本事業を開催し、市内外より多くの人の流れを創
造することで、『活気ある小山市づくり』につなげる。

事 業 概 要

【平成30年度】
○おもいがわ映画祭の開催
・日時：１１月１０日(土)・１７日（土）・１８日（日）
・場所：シネマハーヴェストおよびシネマロブレほか
・内容
　　①映画の上映会(１７・１８日)
　　　話題となった作品など世代別にターゲティングした作品のほか、小山市に縁のある作品などを上映した。
　　②ショートムービーコンペディション(１０日)
　　　小山市に関連した作品を「小山部門」、その他の作品を「フリー部門」とし、全国から募集、審査を経て上映会・表彰式
を実施した。
　　　今年度は、①・③と別日開催とし鑑賞しやすい環境づくりをすることで、より多くの来場を図った。
　　③特別企画の実施(１７・１８日)
　　　招待作品の上映や特別ゲスト（千葉　真一 氏・佐久間　良子 氏）によるトークショーなどを実施した。
○集客・PR
・公式WEBサイトの更新、市および小山市観光協会HPへの掲載
・チラシ（12000枚）、ポスター（150枚）を市内各所や近隣市町の観光施設などに設置・掲示
・チケット販売窓口の拡大　など

【平成31年度以降】
　　上記各事業の継続・強化と新規事業の企画・実施

産業観光部商業観光課

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

事 業 主 体 の 概 要

事 業 主 体 の 所 在

代 表 者 の 名 称

事 業 主 体 の 名 称

事 業 名

市 町 名 小山市

おもいがわ映画祭

NPO法人おもいがわ映画祭実行委員会

理事長　岩崎 晴一

小山市喜沢１４７５番地

・団体の目的：県内屈指のスクリーン数を有する小山市で観光誘客・文化振興のために実施される「おもいがわ映画祭」を
企画・運営する。
・設立年月日：平成２０年８月１日
・構成員等：小山市内在住・在勤のボランティアにより構成

事業内容

連絡先
d-kankou@city.oyama.lg.jp
０２８５－２２－９２６０
０２８５－２２－９２７３
伊藤

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

1,260,767

2,000,000

4,538,908

7,799,675

２　支出の部

県交付金

1,629,491 500,000 250,000 1,129,491
特別企画ゲスト謝礼等

9,524 0 0 9,524
事務局員出張に伴う交通費

314,313 0 0 314,313
ゲストや映画祭友の会会員と
の懇親会など

663,546 0 0 663,546
映画祭および会議等で事務局
の使用した消耗品

128,952 0 0 128,952
当日ボランティアの食事

1,130,788 1,000,000 500,000 130,788
パンフレット5000枚・ポスター
150枚・チラシ12000枚・チケッ
トの作成

815,764 500,000 250,000 315,764
ホームページほかweb媒体の
管理運用

2,355,726 0 0 2,355,726

会場借上げ97万円、上映作品
フィルム109万円、ほか会場駐
車場の使用料など

751,571 0 0 751,571

0

7,799,675 2,000,000 1,000,000 5,799,675

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

使用料及び賃借料

次年度繰越金

旅費

交際費

消耗品費

食糧費

印刷製本費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

小山市

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

おもいがわ映画祭

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

報償費

広告費

予算額
（精算額）

科目 備考

繰越金

交付金 小山市より

計

雑入 チケット収入（2,903,800円）・企業協賛金（1,200,000円）・寄付金 など



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

２９年度 ３０年度 ３１年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・本場結城紬の製作工
程の実演・体験
・本場結城紬レンタル
・ワークショップ（間々田
ひも、コースター織り、風
呂敷講習会）、フォト
サービス、琴演奏、呈茶
席
・市内「おもてなしの店」
めぐり
・お楽しみ抽選会
・着地型ツアー
・集客・PR

・本場結城紬の製作工
程の実演・体験
・本場結城紬レンタル
・各種ワークショップ、
フォトサービス
・市内「おもてなしの店」
めぐり
・抽選会、講演会
・呈茶席、琴演奏
・競技かるたデモンスト
レーション
・集客・ＰＲ

・本場結城紬の製作工
程の実演・体験
・本場結城紬レンタル
・ワークショップ、フォト
サービス
・市内「おもてなしの店」
めぐり
・抽選会
・集客・PR

・ユネスコ無形文化遺産
登録10周年事業
・本場結城紬の製作工
程の実演・体験
・本場結城紬レンタル
・ワークショップ
・市内「おもてなしの店」
めぐり
・抽選会・集客・ＰＲ

2,286,952 2,367,451 2,566,000 7,220,403 3,000,000

2,251,948 2,237,241 2,500,000 6,989,189 2,800,000

うち県交付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 35,004 130,210 66,000 231,214 200,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 工業振興課　結城紬振興係
担当者名 鈴木

連絡先
0285-22-9397
0285-22-9685
d-kougyo@city.oyama.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

各市町の戦略から抜き出して記載
【目標】新しい人の流れの創出
【KPI】着物着用イベント参加者数　H27：500人　→　H31：1,000人【H29実績：600人】
　　　　※「小山市 まち・ひと・しごと創生総合戦略（27年10月）」より

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

地域の特徴・現状・課題等（事業の内容と関連するもの）を記載
小山市はユネスコ無形文化遺産に登録された「本場結城紬」の産地でありながら、本場結城紬を着用する機会や着用する人が
少ない状況である。第６回を迎える本事業は市民への周知は進んでいるが、「本場結城紬」の需要の掘り起こしを図るために
は、着用機会を創出し、気軽に楽しく参加いただける雰囲気を醸し出し、小山市民だけでなく市外からの参加を促すことが課題
である。

事 業 目 的

事業の目的を簡潔に記載
イベントを開催することで、本場結城紬のPR及び着物の着用を推進し、市民に着物に対する意識を醸成するほか市内外に情報
発信し、本場結城紬の需要の掘り起こしを図る。

事 業 概 要

当該年度の実施内容、翌年度以降の取組等を簡潔に記載
【平成30年度】
○第６回小山きものの日の開催
日時：平成30年11月17日（土）　　場所：ロブレビル６階　小山市立生涯学習センター・催事場、おやま本場結城紬クラフト館
内容：
①本場結城紬の製作工程の実演、体験　　②本場結城紬レンタル
③コースター織り等のワークショップ、フォトサービス
④市内「おもてなしの店」を設定し、着物を着用しお店を訪れると店独自のおもてなしを提供
⑤抽選会　本場結城紬の反物やおやまブランド等の賞品を提供
○集客・PR
・市ホームページ、市観光協会ホームページへの掲載
・市行政テレビ、おやまコミュニティFM放送での放送
・チラシ、ポスター等を、市内おもてなしの各店舗、市出張所、図書館等に設置
【平成3１年度】
上記事業の継続・強化と新規事業の企画・実施

代 表 者 の 名 称 実行委員長　大久保　寿夫

事 業 主 体 の 所 在 〒323-8686　栃木県小山市中央町1-1-1

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：ユネスコ無形文化遺産に登録となった11月16日を「小山きものの日」と定め、和装振興を図り、本場結城紬の需
要に寄与する。
・設立年月日：平成25年6月19日
・構成員等：生産者、商工会議所・商工会、観光協会、行政機関等の代表者

事 業 主 体 の 名 称 小山きものの日実行委員会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 小山市

事 業 名 小山きものの日



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

30 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

2,237,241

130,200

10

2,367,451

２　支出の部

県交付金

1,130,730 1,130,730 565,365 0

出演者・講師謝礼590,000
円、抽選会参加者記念品
151,200円、抽選会賞品代
389,530円

30,032 30,032 0 0
賞品手提げ袋、文具類

47,580 0 0 47,580
手土産代18,730円、昼食代
19,250円、お茶代9,600円

578,080 578,080 239,509 0

チラシ・ポスター・おもてなし
の店マップ427,960円、看板・
のぼり旗150,120円

369,252 369,252 184,626 0
クリーニング代

21,000 21,000 10,500 0
来賓等駐車券

190,777 108,147 0 82,630

呈茶席負担金91,277円、フォ
トサービス負担金46,000円、
商品券負担金53,500円

0

0

0

2,367,451 2,237,241 1,000,000 130,210

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 小山市

単位事業名 小山きものの日

科目 備考

補助金 予算額2,500,000円に対し、事業終了により残金262,759円を返納したため

事業収入
おもてなしの店出店料（＠1,000×4店）、ワークショップ・販売出店料（＠1,000×7
店）、本場結城紬レンタル（＠2,500×18名）、着付け補助料（＠1,000×2名）、呈茶席
料（＠200×26名）、抽選会参加料（＠500×134名）

雑入 預金利子

計

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償費

消耗品費

食糧費

印刷製本費

手数料

使用料及び賃借料

負担金


